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．と取なつに悪題いま二にすし不苦安生　生．持なすはが．人　≡H
金いりののなく郎っあん．るい安し楽き二話こたなツ､／死闘　蓉呂

“-うやに困っな郎てりな金二親とみでてれのごずいそ頴娃に死上
||二郎今ってっらもま喧･-と子い｀あいも安－一生しの球たに　行
緩とっ度たいたん出す嘩の郎兄うそりる又定吉心命て願上くた　孝
済にた俺時るとで来゜を問あ弟のうたう｀を労に1‾二求ニなく　海
的EJ °郎に゜いくなすせ題る夫はいいち人求は見はれす十いな　鰯
||るも頻俺‾1うるいべず郎゜四生｀゜゜は類めしつきはる数｀い翌
ののうみはあの゜塔てに顔そと活だ安絶世んたけ｀゜号ふ億いと　云
二もあに二いも親合精済をのいに心ら対界とくてと7昌のつい
と要い行うつ｀友が神ん出原｀゜重のかに共すなま見匹的人まう
で　つ｀゜いは洗のあ的だし因だ大不で苦通るいいつ就と､闘での
あすとたう義｀゜闘るなでてを闘な安あ労のご二り郎さですもが
りj浅まら二埋てで゜二あ来尋係闘をりは願　女まるれあ尚生正
まに金実とを行あどとろるねも係取だ嫌い　楽しの豆るてき宜　－
すせ輪にを知くっうでう･て満いりいだで　なょで筈互のてな　尚

　゜ん際冷しらとたし解な¬行時あの‥あ　生うあの苧願い気性
　レつやてん案のて訣と金くにりぞ悩何り　活恂も兄いた持　日

　詰きややや外にもしい･‾とよまきみ時ま　郎　まのるないで　俎
　め合郎っつと｀物てうさ必っすた憂のす　し　すでの舵-あ　で
　てわなただ緩急宣行二えずでいい堪゜だ　゜あでほとり　才
　行な態゜゜済に的ことあど喧一゜｀合我　い　疑りあ｀いま　ﾉ｀
　くい度そあ問仲なう郎れ二嘩番心嘆で々　故　い二り比うす
　ど-をれい題が問とまば郎を親のきもは　に　を死まれの゜

　生さすこれ楽合済れ人で的をまに　と血管し．子何．
　治安゜のはなどのばっあな考すなそ別をさてそがと君
　も定とこよ生う安よてりもえ゜っうにすんもれいかん

　出をにとい治す定い米まのる何ていなすもらはい一と
　米得かはかをれをかなす．こ事いうっりでいそ考つこ
　なるく．゜しは得゜い゜主ともる風で合ったうったは
　いと精生抒たよら我几六は精事にしっでいかにの今
　のい神命済いいれ々⊇いがど神件見回恍こ白む察か調

　でう並゜回レかなは－し幸う的がてごよ壽がし兄よ子
　あこ物よ荼生゜い自がな福か精極行｀‾う話¬れう吋‾‾が
　りと質りは活人゜分人かをと神めくﾐなloん采こ良

　まをにも．の生不のるな生恩的てと袈友　やが　やく
　九実絹紡安７安カよかむわと多入り人jJせ回君｀

以　現て釈Jy定苦にのう恩母れ言い生まもかごそと｀景
下　さ｀はれを労さ限にう胎ま｀゜とにすこれかこてそ気

宍　せ欠楽は計をら度すよにすていぱとるく.右もれが
万　ねくな得るしさにるうな゜心う¬　¬とべ友苦はい
に　げる筈らにたれ於ににっ時だこ主　主恩印情し表い
続　｀とでれはくてては．てにけと･-　･-いだでい面ん
く　安こあるどないなど全米はでがが　にまや何の上だ

　　楽ろりかういるわヤーる物も解も　なすがとだはか
　　ななま゜す安場経すはの質のりと　る・･か1-一調ら
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